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編 集 後 記
年齢，障害の有無，性別，言語，人種，など多様なユー

ザに配慮した「誰もが使いやすいデザイン」は，差別のない
社会を目指す SDGsの「誰一人取り残さない」という理念に
関係深く，省エネルギーや環境負荷軽減と並んで重要なこと
だと思う．ユーザに近い分，デザインによって満足度を上げ
ることも下げることも容易である．満足度が低いものは反感
を買い，どんなに良いものでも世に残っていかない．しか
し，多様なユーザを意識してデザインすることは，一朝一夕
には難しく，多くの労力と経験が必要なことが導入に二の足
を踏んでしまう原因ともなる．「誰もが」を「万人」と捉えて
しまい，これが難しさを助長させる一因なのかもしれない．

本誌の特集は，5 つのキーワード：ユニバーサルデザイ
ン，アクセシブルデザイン，バリアフリー，インクルーシ
ブデザイン，人間中心設計に対して，産学官と幅広い専門
家の方々に執筆していただきました．どの手法も誰もが使
いやすい物を作り出そうとする根幹は変わらず，各解説や

事例紹介では一つの手法に囚われずに良い面を複合してデ
ザインしていることがわかります．そして，「誰もが」と
いうよりは「できる限り多くの人」が使いやすくしようと
していることが読み取れ，最初からハードルを高くするの
ではなく，目の前にある困り事を解決することから始め
て，少しずつ輪を広げていければ，「誰もが」に近づくこ
とができる．そのようなことが本特集で紹介されています
ので，参考になれば幸いです．

今回の特集を企画するにあたっては，ほとんどの執筆者
と面識がないにもかかわらず，急なメールや電話，オンラ
インでのミーティングに応じていただき，そして，企画に
賛同してくださり，お忙しい中を執筆していただいたこと
に深く感謝いたします．また，編集にご協力いただいた会
誌出版委員会，学会事務局，編集事務局，UD 部会の皆様
に心より感謝申し上げます．
 （吉留　忠史　記）
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